


Chushokigyo-chiba

中央会の主な事業活動予定（11 月）
平成23年10月26日現在

月日 曜日 内　　容 担当部署

■ 中小企業連携組織対策事業

11/ 1 火 連携組織活性化研究会
対象：八日市場本町通り商店街（協） 商業連携支援部

11/ 2 水 組合等新分野開拓支援事業
対象：千葉県税理士（協） 商業連携支援部

11/ 9 水 連携組織活性化研究会
対象：千葉県旅館・ホテル生活衛生同業組合 商業連携支援部

11/ 9 水 中小企業組合士養成講習会
対象：会員組合役職員等 経営支援部

11/10 木 組合等新分野開拓支援事業
対象：浦安魚市場（協） 商業連携支援部

11/11 金 連携組織活性化研究会
対象：南総鉄工業（協） 工業連携支援部

11/12 土 連携組織活性化研究会
対象：アイ・ティー・関東事業（協） 工業連携支援部

11/11
　 12

金
土

青年部広域交流会
対象：会員組合青年部 工業連携支援部

11/14 月 連携組織活性化研究会
対象：（協）シー・ティー・ティー 工業連携支援部

11/16 水 連携組織活性化研究会
対象：八街駅南口商店街（振興） 商業連携支援部

11/18 金 連携組織活性化研究会
対象：千葉県塗装工業（協） 工業連携支援部

11/22 火 創業・連携推進懇談会
対象：（海匝・香取地区）市町村・商工会・商工会議所 設立相談室

11/23 水 連携組織活性化研究会
対象：千葉県テントシート工業組合 工業連携支援部

11/25 金 青年部交流会
対象：会員組合青年部 工業連携支援部

■ 千葉県商店街若手リーダー養成事業

11/ 2 水 ふさの国 商い未来塾（第 5 回） 商業連携支援部

11/25
    26

金
土

ふさの国 商い未来塾（第 6 回）
【現地講義・視察】埼玉県秩父市、東京都青梅市 商業連携支援部

■ 組合等基盤強化事業

11/8 火 地域組合等活動支援事業
東葛地域組合懇談会 工業連携支援部

■ 団体支援事業

11/ 4 金 商業四団体合同新春講演会・新春賀詞交歓会 合同委員会 商業連携支援部

11/ 4 金 千葉県経営支援課と商業四団体による意見情報交換会 商業連携支援部

11/ 5
      6

土
日 千葉県商店街振興組合連合会　広域連携事業 商業連携支援部

11/15 火 千葉県商店街連合会　商業機能強化事業
対象：松戸市商店会連合会 商業連携支援部

11/16 水 千葉県商店街連合会　法人化促進事業
対象：館山市商店会連合会 商業連携支援部

11/18 金 千葉県中小企業団体青年中央会　役員会 工業連携支援部

11/24
    25

木
金 千葉県共同店舗協議会　県外・先進地視察 商業連携支援部

11/25 金 千葉県中小企業団体青年中央会　県大会 工業連携支援部

■ 理事会等の開催状況

11/17 木 第63回中小企業団体全国大会（愛知大会） 総務部
経営支援部
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レ
イ
ク
ピ
ア
う
す
い
か
ら
約
1.5
㎞
の

距
離
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
あ
っ
た

が
、撤
退
し
た
。
そ
の
跡
に
、ヤ
オ
コ
ー

が
し
ま
む
ら
、
ダ
イ
ソ
ー
な
ど
の
テ
ナ

ン
ト
と
伴
に
、
平
成
22
年
10
月
に
開
店

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヤ
オ
コ
ー
は
、

埼
玉
県
に
本
部
を
置
く
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。
我
が
国
で
も
有
数

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
で

あ
る
。
ヤ
オ
コ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア
ソ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と

呼
ば
れ
、
よ
り
豊
か
な
食
生
活
を
提
案

す
る
ス
ー
パ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
色
は
薄
い
が
、
顧
客
満
足

度
の
高
い
ス
ー
パ
ー
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
店
舗
面
積
は
約
６
０
０
坪
と
レ
イ

ク
ピ
ア
臼
井
の
旬
鮮
館
を
大
き
く
凌
駕

す
る
店
舗
面
積
で
あ
る
。

　

競
合
店
対
策
に
は
、
様
々
な
考
え
方

が
あ
る
が
、
今
回
は
価
格
競
争
で
は
な

い
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
考

え
方
は
次
の
式
に
よ
る
。

　

Ｖ
＝
Ｑ
÷
Ｃ 

　

Ｖ
（
価
値
）
の
値
が
大
き
い
店
ほ
ど

顧
客
は
満
足
し
繁
盛
す
る

Ｖ
＝
価
値　

Ｑ
＝
品
質　

Ｃ
＝
価
格

背
景
と
目
的

Ｖ
（
価
値
）
を
高
め
る
に
は
、Ｑ
（
品
質
）

を
高
め
る
か
、
Ｃ
（
価
格
）
を
下
げ
る

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
現
在
は
、
価

格
競
争
が
厳
し
く
、
多
く
の
店
が
Ｃ
を

下
げ
て
Ｖ
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヤ
オ
コ
ー
は
Ｑ
を
高
め
Ｖ
を
高
く
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

レ
イ
ク
ピ
ア
で
は
、
次
の
考
え
方
を

採
用
す
る
。

◎
「
Ｑ
（
品
質
）
を
徹
底
し
て
上
げ
る
」

　

・
圧
倒
的
な
挨
拶
・
笑
顔

　

・
圧
倒
的
な
鮮
度

　

・
圧
倒
的
な
お
い
し
さ
等

　

す
べ
て
に
お
い
て
、
今
ま
で
の
基
準

を
上
げ
る
。

　　

効
果
的
な
店
舗
の
革
新
を
図
る
に

は
、
重
点
的
に
対
策
を
講
じ
る
。
組
織

が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
集
中
し
て

改
革
を
図
る
。

　

レ
イ
ク
ピ
ア
の
場
合
は
、「
圧
倒
的

な
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
」
に
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。

今
ま
で
の
価
値
観
を
捨
て
る

　

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
の
改
善
で
は
な

い
。「
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
」
の
革
新
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
の
改
善
計
画
は
、「
い
ま
ま
で

よ
り
は
良
く
な
っ
た
」
と
い
う
価
値
観

で
善
し
と
し
た
。
革
新
は
、「
は
る
か

に
良
く
な
っ
た
」
と
い
う
レ
ベ
ル
を
達

成
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

方
法
を
採
っ
た
。

笑
顔
の
接
客
の
仕
掛
け

○
垂
れ
幕
、
バ
ッ
ジ
の
作
成

　
「
私
達
は
地
域
Ｎ
ｏ
．
１
の
笑
顔
と

挨
拶
を
目
指
し
ま
す
」
と
い
う
垂
れ
幕

を
作
成
し
、
店
内
に
張
り
出
す
。
ま
た
、

同
じ
内
容
の
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
、
全
従

業
員
が
胸
に
張
る
。

　

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
の
接
客
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
、店
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
実
施
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

 このコーナーでは、共同事業等に意欲的に取り組んでいる県内の組合事例をご紹介します！

補 助 事 業 名 平成22年度組合等新分野開拓事業

対 象 組 合 等

臼井ショッピングセンター（協）
▼グループデータ

会　 長 野口 恭義 住　 所 佐倉市王子台１－２３
設　 立 昭和 54 年 2 月 業　 種 小売業、飲食店中心の異業種
会　 員 13 名

テ ー マ レイクピアうすい　ヤオコー対策
担 当 部 署 千葉県中小企業団体中央会　商業連携支援部（℡ 043-306-3284）
専 門 家 株式会社リテイルマーケティング研究所　代表取締役　浅香 健一（中小企業診断士）

事
業
の
活
動
内
容
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る
。
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
言
葉
だ

け
の
伝
達
よ
り
は
大
き
な
成
果
が
期
待

で
き
る
。

○
覆
面
調
査
の
導
入

　

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
に
つ
い
て
、
月
１

回
、
覆
面
調
査
会
社
に
依
頼
し
、
笑
顔

と
挨
拶
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
、
採
点
す
る
こ
と
と
し
た
。
覆
面

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
全
員
に
告
知
を
し
、
報
告
書
に

基
づ
い
て
反
省
会
を
実
施
す
る
。

○ 

笑
顔
と
挨
拶
を
徹
底
す
る
た
め
の
朝

礼
の
実
施

　

笑
顔
と
あ
い
さ
つ
を
習
慣
と
し
て
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
訓
練
も
大
切

で
あ
る
。
毎
朝
、
朝
礼
で
声
出
し
と
笑

顔
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

○
メ
ー
ル
会
員
調
査

　

レ
イ
ク
ピ
ア
う
す
い
で
は
、
メ
ー
ル

会
員
と
称
し
て
会
員
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
会
員
に
な
る
と
、
携
帯
メ
ー
ル

に
お
買
い
得
情
報
等
を
送
信
し
て
い

る
。
そ
の
メ
ー
ル
会
員
に
対
し
て
、
笑

顔
と
あ
い
さ
つ
が
ど
の
程
度
良
く
な
っ

た
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。

○
共
通
認
識
の
統
一
性

　

店
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
Ｑ

（
品
質
）
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
。
今
ま
で
は
、
価
格
を
安
く
し
な
け

れ
ば
顧
客
に
支
持
さ
れ
な
い
と
い
う
考

え
方
が
強
す
ぎ
た
た
め
、
無
理
な
価
格

設
定
も
実
行
し
て
き
た
。
Ｑ
を
高
め
る

第
一
歩
と
し
て
の
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
が

徹
底
で
き
れ
ば
、
店
の
価
値
は
上
が
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

覆
面
調
査
の
結
果
で
は
、
第
一
回
目

の
評
価
よ
り
、
二
回
目
、
三
回
目
と
よ

く
な
っ
て
来
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ー
ル

会
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
、
以
前
よ
り
接
客
が
良
く
な
っ
た
と

い
う
結
果
が
出
た
。

　

当
初
の
目
標
で
あ
る
、
笑
顔
と
あ
い

さ
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
目
標

に
は
達
成
し
て
い
な
い
も
の
の
、
今
後

の
努
力
で
は
、
更
に
よ
く
な
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
個
人
差
が
出
て
く
る
。
ど

ん
ど
ん
良
く
な
る
従
業
員
と
、
ほ
と
ん

ど
進
歩
し
な
い
従
業
員
が
出
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
手
本
と
な
る
従
業

員
を
み
ん
な
の
前
で
褒
め
て
や
る
こ
と

れ
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
更
な
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
小
手
先
の
ノ
ウ
ハ

ウ
で
は
な
く
、
最
初
の
共
通
認
識
で
あ

る
「
店
の
Ｑ
（
品
質
）
を
高
め
る
」
と

い
う
考
え
方
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
今

後
も
継
続
し
た
い
。

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

お
い
し
い
も
の
は
「
お
い
し
そ
う
に
」

鮮
度
の
い
い
も
の
は
「
鮮
度
良
く
」
商

品
の
氏
素
性
を
的
確
に
伝
え
る
な
ど
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
。
中
小
の
小
売
店
は
、

自
店
の
演
出
が
極
端
に
下
手
で
あ
る
。

レ
イ
ク
ピ
ア
食
鮮
館
は
、
商
品
的
に
は
、

い
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
高
め
て

い
き
た
い
。

　
「
差
異
化
」
は
、
小
が
大
に
対
抗
す

る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
小
売
店
は
や

や
も
す
る
と
、
毎
日
の
業
務
が
マ
ン
ネ

リ
に
な
り
、い
わ
ゆ
る「
つ
ま
ら
な
い
店
」

「
活
気
の
な
い
店
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

改
善
は
い
ま
ま
で
の
や
り
方
の
前
進
で

あ
り
、
革
新
は
、
い
ま
ま
で
の
や
り
方

の
否
定
で
あ
る
。

　
「
差
異
化
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
店
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

浅
香　

健
一
）

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
給
料
や
時
給

に
反
映
さ
せ
て
や
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
人
事
考
課
を
実
施
す
る
際
に
、
数

値
に
よ
る
評
価
が
主
流
で
あ
る
が
、
如

何
に
お
客
様
を
満
足
さ
せ
た
か
と
い
う

人
事
考
課
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。

○
あ
い
さ
つ
の
自
覚

　

競
合
店
の
出
店
は
、
店
の
質
を
向
上

さ
せ
る
に
は
よ
い
機
会
で
あ
る
。
競
合

店
の
出
店
に
伴
い
多
く
の
店
が
客
数
減

と
な
る
。
店
の
従
業
員
全
員
が
「
自
分

の
笑
顔
で
お
客
様
を
幸
せ
な
気
分
に
し

た
い
」
と
い
う
自
覚
の
芽
生
え
た
第
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
う
。

　

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
は
、
商
品
を
並

べ
て
お
け
ば
お
客
様
は
商
品
を
選
び
買

い
物
し
て
い
た
だ
け
る
。
そ
の
た
め
、

接
客
と
い
う
意
識
が
低
い
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
あ
い
さ
つ
に
対
す
る
価
値
観
に

変
化
が
見
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

○
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
向
上
と
継
続

　

笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
目
指
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
き
た
。
効
果
は
出
た
も
の
の
、
こ

チャレンジ組合ちば
〜連携支援の現場から〜

事
業
の
成
果

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望
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車
椅
子
利
用
者
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
は
法
的
義
務
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

公
共
施
設
や
商
業
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
現
状
を
見
る
と
、

通
常
は
目
的
外
の
駐
車
を
防
止
す
る
た

め
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
（
三
角
塔
）
な
ど
が

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
車
椅
子

利
用
者
に
は
こ
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
の
移

動
は
相
当
な
負
担
と
な
り
外
出
の
機
会

喪
失
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

の
解
決
策
と
し
て
、
来
場
時
に
車
の
中

か
ら
ゲ
ー
ト
の
上
下
を
操
作
す
る
『
ａ

ｉ
パ
ー
ク
』
を
開
発
し
た
。
今
後
病
院

を
中
心
に
随
時
公
共
施
設
や
商
業
施
設

の
理
解
等
を
得
て
販
売
設
置
と
以
後
の

管
理
を
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
平
成
16
年
度

に
、（
財
）広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、

広
島
市
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
仲
介
で

福
祉
用
具
開
発
研
究
会
が
発
足
し
た
。

平
成
17
年
度
に
は
、同
機
関
に
て「
身
体

障
害
者
用
駐
車
シ
ス
テ
ム
」
共
同
開
発

の
支
援
と
助
成
を
受
け
、
駐
車
シ
ス
テ

ム
を
製
品
化
し
、
平
成
18
年
２
月
に
は
、

「
ａ
ｉ
パ
ー
ク
」を
広
島
市
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置
し
、
公
開
で
の

体
験
会
を
開
催
し
た
。
平
成
18
年
度
で

は
、
広
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

新
規
事
業
集
中
支
援
事
業
を
受
け
て
製

品
の
改
良
と
設
置
場
所
検
討
を
重
ね
、

平
成
19
年
４
月
「
協
同
組
合
ａ
ｉ
パ
ー

ク
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
平
成
19

年
度
に
は
、全
国
中
央
会「
組
合
等
Ｗ
ｅ

ｂ
構
築
支
援
事
業
」
で
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
と
そ
の
公
開
を
実
施
し
、

中
央
会
派
遣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
支
援

を
受
け
、
同
年
地
元
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

に
機
器
が
設
置
さ
れ
た
。ま
た
、平
成
21

年
度
に
、
全
国
中
央
会
「
も
の
づ
く
り

中
小
企
業
製
品
開
発
等
支
援
補
助
金（
試

作
開
発
等
支
援
事
業
）」を
受
け
て
、
新

た
に
リ
モ
コ
ン
装
置
の
開
発
と
駐
車
設

置
の
際
の
左
右
ど
ち
ら
に
も
設
置
可
能

な
よ
う
な
製
品
改
良
を
行
っ
た
。
現
在

は
、
広
島
県
中
央
会
の
指
導
で
経
営
革

新
計
画
策
定
、
提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
20
年
４
月
に
協
同
組
合
の
名
称

を
「
福
祉
・
環
境
ラ
ボ
」
と
変
更
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
福
祉
分
野
に
新
た
に
環
境

分
野
を
加
え
新
製

品
の
ニ
ー
ズ
調
査
や

製
品
化
へ
の
検
討
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

平
成
22
年
度
内
に

中
央
会
の
指
導
で

経
営
革
新
計
画
を

組
合
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
連
続
的
な
支
援
策
の
提
示
と
そ
の
実
施

協
同
組
合
福
祉
・
環
境
ラ
ボ

テ
ー
マ

外
部
支
援
に
よ
る
事
業
の
活
性
化

　

福
祉
・
環
境
と
い
う
今
後
の
成

長
分
野
に
着
目
し
、
新
製
品
の
企

画
開
発
・
販
売
・
設
置
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
の
一
環
し
た
体
制
の
組

合
に
対
し
、
適
宜
支
援
策
を
発
掘

し
連
続
的
に
投
入
す
る
こ
と
で
安

定
成
長
が
可
能
と
な
っ
た
。

全国先進組合事例

背
景
と
目
的

活
動
の
成
果

事
業
・
活
動
の
内
容

協同組合福祉・環境ラボ
住　所：〒736-0044
　　　　広島県安芸郡海田町
　　　　南堀川町6番8号
設　立：平成19年4月
出資金：400千円
電　話：0493-59-1101
ＵＲＬ：http://www.aipark.net/
業　種：異業種連携組合
組合員：4人

提
出
の
見
込
み
。
平
成
23
年
度
は
、
こ

の
経
営
革
新
計
画
の
承
認
後
、
販
路
開

拓
補
助
金
等
を
得
て
大
都
市
圏
の
医
療

器
具
販
売
商
社
を
代
理
店
と
し
、
総
合

病
院
向
け
に
ａ
ｉ
パ
ー
ク
の
紹
介
・
見

積
り
提
出
ま
で
進
め
加
速
的
に
増
や
し

設
置
台
数
を
倍
増
さ
せ
る
。

ａｉパーク設置事例

　▲実際の身体障害者向け
　　駐車場での駐車の流れ
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組合 Q ＆ A
　

法
律
が
要
求
す
る
理
事
の
仕
事
は
、

理
事
会
に
出
席
し
て
業
務
執
行
の
意
思

決
定
に
参
加
す
る
こ
と
と
、
他
の
理
事

の
職
務
執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

で
す
。
組
合
関
係
法
が
、
代
表
理
事
だ

け
に
業
務
執
行
権
を
与
え
て
い
る
の
で
、

最
低
限
の
理
事
の
務
め
は
、
こ
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
「
う
ち
の
組
合
で
は
、
理
事
が
組
合

経
営
の
先
頭
に
立
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
。
専
務
理
事
や
業
務
担
当
理
事
も
業

務
執
行
し
て
い
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
そ
う

で
す
。
確
か
に
、
常
勤
の
専
務
理
事
等

が
現
場
の
第
一
線
で
仕
事
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
組
合

の
運
営
は
、（
１
）
事
務
局
を
置
か
ず
に

理
事
が
自
分
達
で
行
う
、（
２
）
事
務

局
に
任
せ
て
行
う
、
こ
の
二
つ
の
タ
イ

プ
を
両
極
に
そ
の
間
に
位
置
し
ま
す
。

　

法
律
は
「
代
表
理
事
は
、
定
款
又
は

総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
と
き
に
限
り
、
特
定
の
行
為
の
代

理
を
他
人
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
、
代
表
理
事
以
外
の
理
事
や

事
務
局
に
よ
る
組
合
運
営
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。

　
（
１
）
の
タ
イ
プ
の
組
合
で
は
、
理
事

は
代
表
理
事
か
ら
委
任
さ
れ
て
仕
事
を

し
ま
す
。
そ
の
仕
事
の
内
容
は
、
契
約

の
締
結
と
い
っ
た
対
外
的
な
も
の
も
あ

る
で
し
ょ
う
し
、
事
務
局
職
員
に
対
す

る
指
揮
命
令
・
管
理
監
督
と
い
っ
た
内

部
的
な
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
（
２
）
の
タ
イ
プ
の
組
合
の
理
事
は
、

組
合
の
業
務
執
行
は
し
ま
せ
ん
。
理
事

会
の
招
集
・
決
議
へ
の
参
加
、
他
の
理

事
の
仕
事
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
実
際
の
業
務
運
営
は
、

代
表
理
事
が
事
務
局
に
委
任
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
組
合
の
理
事
も
、
善
良

な
管
理
者
の
注
意
を
持
っ
て
委
任
事
務

を
処
理
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

善
良
な
管
理
者
の
注
意
は
、
自
ら
の
事

務
処
理
に
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
理
事
の
職
務
執
行
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
に
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

善
管
義
務
を
怠
っ
て
組
合
に
損
害
が
発

生
す
る
と
、
任
務
懈
怠
に
よ
る
損
害
賠

償
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
法
に
あ
る
重
要
財
産
の
処
分
・

多
額
の
借
財
な
ど
重
要
事
項
の
決
定
は

取
締
役
会
が
決
す
る
と
の
規
定
も
、
業

務
執
行
取
締
役
は
取
締
役
会
で
選
定
す

る
と
の
規
定
も
、
組
合
関
係
法
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
理
事
の
権
限
が
不
明
確
な

印
象
を
受
け
ま
す
。
こ
う
し
た
点
は
、

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
総
会
で
決
め

る
こ
と
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
重
要

事
項
は
総
会
の
場
で
審
議
さ
れ
て
い
る

し
、
代
表
理
事
が
委
任
で
き
る
の
は
特

定
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
る
、
だ
か
ら

会
社
法
の
よ
う
な
縛
り
は
不
要
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
推
測
し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
理
事
の
務
め
は
、

①
理
事
会
に
出
席
す
る
こ
と
、
②
代
表

理
事
等
の
業
務
執
行
が
総
会
決
議
等
に

反
し
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
③

代
表
理
事
の
業
務
執
行
に
協
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

組
合
Ｑ
＆
Ａ

理
事
は
何
を
す
る
人
な
の
か

中
小
企
業
組
合
理
事
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

「
清
水
透
著
・
２
０
１
０
年
５
月
25
日
（
新
訂
）

第
１
版
第
１
刷
発
行
」
よ
り
転
載
。

⃝�

⃝

◎�

ご
購
入
の
お
申
込
み
等
、
図
書
に
つ
い
て

の
詳
細
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
▽
中
央
会
の
出
版
・
刊
行
物
）

ポ
イ
ン
ト

★  

最
低
限
理
事
会
に
出
席
す
る
こ
と

　
 

が
務
め

商
業
・
法
人
登
記
事
務
の
取
扱
庁
変
更

に
つ
い
て

　

平
成
22
年
７
月
20
日
（
火
）
に
船
橋

支
局
の
商
業
・
法
人
登
記
管
轄
区
域
、

平
成
22
年
11
月
29
日
（
月
）
に
市
川

支
局
の
商
業
・
法
人
登
記
管
轄
区
域
、

平
成
23
年
１
月
24
日
（
月
）
に
松
戸
支

局
の
商
業
・
法
人
登
記
管
轄
区
域
、
平

成
23
年
４
月
25
日
（
月
）
に
佐
倉
支
局

及
び
成
田
出
張
所
の
商
業
・
法
人
登
記

管
轄
区
域
、平
成
23
年
５
月
23
日
（
月
）

に
木
更
津
支
局
及
び
市
原
出
張
所
の

商
業
・
法
人
登
記
管
轄
区
域
、
平
成
23

年
７
月
25
日
（
月
）
に
茂
原
支
局
及
び

東
金
出
張
所
の
商
業
・
法
人
登
記
管
轄

区
域
、
平
成
23
年
９
月
20
日
（
火
）
に

匝
瑳
支
局
及
び
香
取
支
局
の
商
業
・
法

人
登
記
管
轄
区
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
千

葉
地
方
法
務
局
（
本
局
）
法
人
登
記
部

門
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
不
動
産
（
土
地
・
建
物
な
ど
）

の
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、
取
扱
庁
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
詳
細
は
、
千
葉
地
方
法
務
局
Ｈ
Ｐ
内

リ
ン
ク
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
＆
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」

中
、「
商
業
・
法
人
登
記
の
事
務
取
扱

庁
変
更
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
下
さ
い
。

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

理
事
は
何
を
す
る
人
な
の
か
、
簡

単
に
説
明
し
て
ほ
し
い
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千
葉
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合　
組
合
員
企
業

株
式
会
社 

石
山

テ
ー
マ

レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
活
用
し
た
軽
自
動
車
の
低
価
格
販
売

　

本
会
で
は
、「
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」

に
基
づ
く
中
小
企
業
者
の
経
営
革
新
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
の
会
員
組
合
の
中
か

ら
、
自
社
の
創
意
と
熱
意
が
込
め
ら
れ
た
「
経
営
革

新
計
画
」
の
策
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
千
葉
県
知
事

か
ら
承
認
さ
れ
た
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

経
営
革
新
計
画
」
と
は
、「
中
小
企
業
新
事
業
活

動
促
進
法
」
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
が
作
成
す
る
、

新
商
品
の
開
発
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
な
ど
の
取

り
組
み
と
具
体
的
な
数
値
目
標
を
含
ん
だ
３
年
か
ら

５
年
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
の
こ
と
で
、
計
画
を

千
葉
県
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
政
府
系
金

融
機
関
の
低
利
融
資
、
信
用
保
証
の
特
例
、
課
税
の

特
例
等
の
支
援
措
置
（
新
た
な
取
り
組
み
を
公
的
に

サ
ポ
ー
ト
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

自
社
の
力
だ
け
を
頼
り
に
新
事
業
展
開
を
図
る
よ

り
も
、
公
的
支
援
策
を
上
手
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ま
の
組
合
で
も
、
ぜ
ひ
企
業
の
経
営
革
新

を
応
援
し
て
下
さ
い
。「
経
営
革
新
計
画
」
の
策
定
は

中
央
会
が
無
料
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。
行
政
や
金
融

機
関
等
の
支
持
を
得
る
こ
と
で
、
組
合
員
企
業
の
新

た
な
取
り
組
み
の
実
現
を
劇
的
に
高
め
ま
し
ょ
う
。

　　

当
社
は
、「
ロ
ー
タ
ス
イ
シ
ヤ
マ
」
の
名
称
で
主
に

軽
自
動
車
の
販
売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
近
時
の
自

動
車
離
れ
の
影
響
で
当
社
の
経
営
状
況
も
低
迷
傾
向

に
あ
る
た
め
、
経
営
向
上
の
た
め
の
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

近
時
の
自
動
車
離
れ
は
消
費
者
購
買
力
の
脆
弱
化

が
一
因
で
す
。
販
売
価
格
が
高
価
で
あ
る
新
車
に
対

す
る
需
要
は
細
っ
て
い
る
た
め
、
当
社
が
自
動
車
販

売
の
売
上
を
伸
ば
す
に
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
中
古
軽
自
動
車
を
低
価
格
で
販
売
し
、
か
つ
、
当

社
の
利
益
を
縮
小
し
な
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
古
車
に
対
す
る
近
時
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
、
①

初
登
録
か
ら
の
経
過
年
数
が
短
い
②
走
行
距
離
が
短

い
③
低
価
格
で
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
満
た
す
中
古

軽
自
動
車
の
販
売
は
、
従
来
の
流
通
ル
ー
ト
で
は
事

実
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
当
社
は
、
こ
の
三
つ
の

ニ
ー
ズ
を
す
べ
て
満
た
す
中
古
軽
自
動
車
を
自
社
で

〝
産
出
〟
し
、
低
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま

し
た
。

１
．
テ
ー
マ

　

 「
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
活
用
し
た
軽
自
動
車
の
低
価

格
販
売
」

２
．
計
画
期
間

　

▽ 

平
成
23
年
１
月
～
平
成
26
年
３
月
（
４
年
計
画
）

３
．
付
加
価
値
額
の
向
上

　

▽
計
画
時　

１
３
２
，
３
３
２
千
円

　

▽
計
画
終
了
時
の
目
標
伸
び
率
30
％

４
．
内　

容

　

中
古
車
に
対
す
る
近
時
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
、
①

初
登
録
か
ら
の
経
過
年
数
が
短
い
②
走
行
距
離
が
短

い
③
低
価
格
で
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
満
た
す
中
古

軽
自
動
車
の
販
売
は
、
従
来
の
流
通
ル
ー
ト
で
は
事

実
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
当
社
は
、
こ
の
三
つ
の

ニ
ー
ズ
を
す
べ
て
満
た
す
中
古
軽
自
動
車
を
自
社
で

〝
産
出
〟
し
、
低
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
を
計
画
し

ま
し
た
。

経
営
革
新
計
画
と
は
？

シリーズ「躍進企業」

申
請
の
い
き
さ
つ
は
？

テ
ー
マ
及
び
内
容
は
？

取
り
組
み
は
？
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経
営
革
新
計
画
の
取
り
組
み
内
容
は
、
特
徴
と
し

て
以
下
の
４
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

⑴
価
格
１
０
０
万
円
の
新
車
を
メ
ー
カ
ー
か
ら

リ
ー
ス
を
受
け
、
当
社
の
修
理
・
車
検
の
代
車
と
し

て
使
用
す
る
。

　

⑵
１
年
後
に
⑴
の
リ
ー
ス
車
両
を
85
万
円
で
当
社

が
買
い
取
り
、
当
社
の
レ
ン
タ
カ
ー
用
車
両
と
し
て

使
用
す
る
。

　

こ
の
場
合
に
レ
ン
タ
カ
ー
の
法
定
償
却
３
年
期
限

を
活
用
し
、
車
両
の
原
価

を
下
げ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。

　

⑶
⑵
の
車
両
に
つ
い
て

経
過
年
数
と
走
行
距
離
を

随
時
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

⑷
上
記
①
②
の
条
件
の

整
っ
た
も
の
を
中
古
車
と

し
て
販
売
す
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
当
社
は
、

　
「
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
中
古
軽
自
動
車
を

安
定
的
か
つ
低
価
格
で
供
給
す
る
販
売
店
と
し
て
顧

客
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
。」

　
「
販
売
し
た
中
古
車
の
車
検
を
自
社
民
間
車
検
場

で
受
注
し
て
固
定
客
化
を
促
進
で
き
る
。」

な
ど
、
集
客
力
を
強
化
す
る
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
の
実
施
に
向
け
た
従

業
員
の
採
用
、
育
成
等
に
よ
る
実
施
体
制
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
当
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
改
良
、

新
聞
折
り
込
み
広
告
の
配
布
等
を
と
お
し
た
新
事
業

の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
中
古
軽
自
動

車
の
購
入
者
に
当
社
で
の
車
検
等
を
勧
め
る
な
ど
し

て
固
定
客
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
う
け
、
さ
ら
に
軽
自
動

車
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
低
価
格
化

も
一
層
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
経
営
革

新
の
取
り
組
み
で
、
お
客

様
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
経
営
革
新
へ
の

取
組
を
通
し
て
、
改
め
て

私
た
ち
の
事
業
の
役
割
を

見
直
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

中
央
会
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
で
、
市
場
に
向

か
っ
て
挑
戦
す
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
！
「
う
ち
も
経
営
革
新
に
挑

戦
し
た
い
！
」、「
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
新
し
い
動

き
を
考
え
て
い
る
」、「
生
産
性
向
上
の
た
め
に
新
し

い
設
備
機
器
を
導
入
予
定
だ
」
等
々
の
組
合
員
企
業

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
中
央
会
経
営
支

援
部
ま
で
ご
連
絡
・
ご
紹
介
下
さ
い
。

◎「
経
営
革
新
」で
逆
風
を
跳
ね
返
す
知
恵
を
出
せ
！

　

会
社
の
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
今
や
経
営
の
革

新
な
く
し
て
企
業
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
時

代
と
言
え
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
現
有
の
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
新
た
な
「
顧
客
価
値
」
の
創
造
、
即
ち
他
社

と
の
「
差
別
化
」
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
「
付
加
価
値
」
を
高
め
れ
ば
、
顧
客
の

中
に「
あ
な
た
か
ら
買
う
理
由
」が
生
ま
れ
ま
す
。「
付

加
価
値
」
こ
そ
が
企
業
の
「
個
性
」
で
あ
り
、
他
社

と
の「
差
別
化
」要
因
で
あ
り
、自
ら
の「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
に
繋
が
る
可
能
性
と
い
え
ま
す
。

　
「
経
営
革
新
」
の
承
認
を
目
指
す
こ
と
は
、「
付
加

価
値
＝
差
別
化
」
の
提
案
を
創
出
す
る
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。「
経
営
革
新
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
新
た

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
を
見
い
出
し
ま
せ
ん
か
。

◎�

経
営
革
新
計
画
に
係
る
相
談
は
、
本
会
経
営
支
援

部
ま
で
。
☎
０
４
３・
３
０
６・
３
２
８
２

成
果
は
？

社
長
さ
ん
の
一
言

中
央
会
か
ら

▲�店舗・工場全景

（受付スペース）
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■
漬
物
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

日
照
不
足
や
、
台
風
の
被
害
で
農
産

物
が
大
幅
に
減
少
し
、
浅
漬
原
料
が
不

足
し
て
影
響
が
出
て
い
る
。

■
豆
腐
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

学
校
給
食
が
始
ま
り
、
徐
々
に
売
上

が
伸
び
始
め
て
き
た
。
各
地
で
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
豆
腐

と
町
店
の
豆
腐
の
違
い
を
一
般
消
費
者
へ

向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

■
牛
乳
小
売　

 

【
県
内
全
域
】

　

買
い
控
え
が
続
き
、
景
況
が
悪
化
。

■
製
材 

【
県
内
全
域
】

　

震
災
復
興
の
需
要
は
見
え
な
い
。

■
製
材 

【
木
更
津
】

　

南
洋
材
は
、
一
船
あ
た
り
、
３
，

０
０
０
本
の
入
港
と
な
る
。
ロ
シ
ア
材
の

入
荷
が
関
税
率
の
UP
で
割
高
に
な
り
、

需
要
が
減
る
様
子
で
あ
る
。

■
印
刷 

【
県
内
全
域
】

　

９
月
の
売
上
高
は
、
東
日
本
大
震
災

後
の
自
粛
・
節
約
の
影
響
や
官
公
庁
の
予

算
の
縮
減
に
よ
る
発
注
点
数
や
発
注
数

量
の
減
少
、
さ
ら
に
は
８
月
同
様
に
稼
働

日
数
が
少
な
く
全
く
振
る
わ
な
い
。
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
の
影
響
が
あ
り
、
安
値
攻
勢
か

ら
デ
フ
レ
状
態
の
ま
ま
。
業
界
シ
ン
ク
タ

ン
ク
か
ら
業
況
回
復
が
近
県
で
一
番
遅
い

と
の
報
告
あ
り
。

■
電
気
鍍
金 

【
県
内
全
域
】

　

鍍
金
種
別
に
よ
っ
て
は
幾
分
売
上
高
の

上
昇
が
見
え
て
き
た
が
、
本
格
的
な
経

済
活
動
は
未
定
。
為
替
の
動
向
で
円
高

が
続
き
、
大
手
発
注
企
業
が
海
外
に
生

産
拠
点
を
移
動
す
る
と
な
る
と
ま
す
ま

す
景
況
は
悪
化
す
る
。

■
鉄
工 

【
千
葉
】

　

足
元
の
景
気
動
向
は
震
災
影
響
を

徐
々
に
脱
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
超
円
高

が
続
く
現
状
を
懸
念
視
（
主
に
間
接
影

響
）
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
野
田
】

　

円
高
、
株
安
状
況
で
、
海
外
へ
国
内

産
業
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
円
高
が

続
き
、
海
外
生
産
へ
の
移
行
を
模
索
し
て

い
る
状
況
、
再
不
況
到
来
の
兆
し
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
流
山
】

　

電
力
規
制
の
影
響
に
よ
り
、
生
産
量

を
確
保
す
る
こ
と
に
苦
慮
。
円
高
の
影

響
も
あ
り
余
り
良
い
景
況
で
は
な
い
。
政

府
の
早
急
な
円
高
対
策
を
求
め
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
柏
】

　

９
月
（
上
期
）
末
と
し
て
前
月
よ
り

動
き
は
増
え
た
も
の
の
、
依
然
先
行
不

透
明
で
不
安
は
解
消
さ
れ
ず
、
特
に
円

高
に
対
す
る
不
安
材
料
は
増
し
て
い
る
。

　

廃
業
の
企
業
が
あ
り
、
代
替
受
注
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
組
合
員
あ
り
。今
後
、

転
廃
業
は
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

景　況

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
平成23年9月期  情報連絡員50名  回答数50名

製造業では、売上高において「増加した」業種は２から９に増加。「減少した」業種は７から１に減少。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は１１から１０に減少。「減少した」業種は１１から１２に増加。
業界の景況では、「好転した」業種は３から２に減少。「悪化した」業種は１４から１５に増加。

製造業では、売上高において「増加した」業種は４のまま変化なし。「減少した」業種は９から７に減少。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は９から８に減少。「減少した」業種は１７から１６に減少。
業界の景況では、「好転した」業種は２のまま変化なし。「悪化した」業種は２６から２４に減少。

製
造
業
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９
月
末
と
い
う
時
期
も
あ
り
、
資
金

面
で
の
商
工
中
金
緊
急
対
応
の
借
入
を

活
用
が
数
社
あ
り
。

■
採
石 

【
県
内
全
域
】

　

９
月
は
南
本
牧
地
区
の
埠
頭
建
設
で

ズ
リ
の
需
要
が
あ
っ
た
が
、
10
月
上
旬
で

終
わ
る
。
東
京
都
で
は
23
年
度
の
港
湾

整
備
に
前
年
度
比
10
％ 
増
で
対
応
す
る

と
言
う
。
我
々
採
石
業
界
に
と
っ
て
は
有

難
い
話
。

□
総
合
卸
売 

【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　
【
米
穀
卸
】
震
災
・
原
発
事
故
影
響
が

続
き
、
米
需
要
の
減
少
に
も
係
ら
ず
仕

入
価
格
上
昇
。
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
十

分
に
出
来
ず
、
採
算
低
下
。

　

震
災
影
響
か
ら
、
総
じ
て
前
年
に
比

べ
景
況
の
悪
化
を
感
じ
る
企
業
・
業
種
が

多
い
。10
月
以
降
に
公
共
費
、原
材
料
費
の

値
上
げ
も
あ
り
、
収
益
性
も
悪
化
懸
念
。

□
食
肉
卸
売 

【
千
葉
市
他
】

　

依
然
と
し
て
、
肉
牛
の
価
格
が
悪
化

し
て
い
る
。

□
建
築
材
料
卸
売 

【
県
内
全
域
】

　

今
年
度
上
期
出
荷
は
前
年
比

１
１
０
％
で
推
移
し
て
い
る
が
先
行
き
不

透
明
な
た
め
、
回
復
感
は
全
く
な
い
。

　

セ
メ
ン
ト
価
格
、
値
上
徐
々
に
浸
透
。

７
月
か
ら
段
階
的
に
値
上
受
け
入
れ
て
い

る
が
、
メ
ー
カ
ー
の
目
標
水
準
ま
で
未
達

の
た
め
、
引
き
続
き
下
期
も
値
上
の
攻
防

が
続
く
。

□
自
動
車
解
体
業 

【
県
内
全
域
】

　

自
動
車
解
体
業
は
、
部
品
輸
出
や
ス

ク
ラ
ッ
プ
相
場
が
為
替
に
影
響
さ
れ
る
た

め
、
円
高
が
続
き
業
況
に
は
悪
影
響
が

出
て
き
て
い
る
。

□
乾
物
卸
売 

【
県
内
全
域
】

　

前
年
に
比
べ
て
低
調
。震
災
の
影
響
で
、

３
月
の
彼
岸
需
要
減
少
の
代
わ
り
に
９

月
の
彼
岸
需
要
が
増
え
た
よ
う
だ
。

　

来
る
海
苔
生
産
期
に
向
け
て
準
備
が

始
ま
っ
た
。
放
射
能
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
業
界
と
し
て
の
指
針
を
策
定
し
、
各

関
係
者
と
連
携
し
万
全
を
期
す
よ
う
進

め
て
い
く
。

□
卸
売 

【
茂
原
】

　

売
上
の
上
昇
は
依
然
と
し
て
見
込
め

ず
、
中
小
販
売
店
に
販
売
低
下
が
み
ら

れ
る
。
風
評
で
物
の
売
れ
行
き
が
低
下
、

消
費
者
の
買
い
控
え
が
目
立
つ
。

□
小
売 

【
柏
】

　

消
費
者
の
購
買
意
欲
は
依
然
低
い
が
、

秋
冬
物
衣
料
品
を
中
心
に
前
年
並
み
の

売
上
と
な
っ
て
い
る
。
震
災
の
影
響
は
殆

ど
な
く
な
っ
た
が
、
節
電
に
始
ま
っ
た
節

約
ム
ー
ド
は
浸
透
し
て
い
る
よ
う
だ
。

□
電
気
機
器
小
売 

【
県
内
全
域
】

　

省
エ
ネ
の
影
響
で
、
エ
ア
コ
ン
の
省
エ

ネ
タ
イ
プ
へ
の
買
換
え
が
目
立
つ
。
テ
レ

ビ
は
予
想
通
り
売
れ
な
い
。

　

業
界
の
動
き
は
、
量
販
も
家
電
店
も

問
屋
も
、ソ
ー
ラ
ー
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

□
青
果
小
売 

【
千
葉
市
】

　

台
風
の
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。
商
品

の
質
が
悪
く
、相
場
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

□
中
古
車
仕
入
・
販
売 

【
県
内
全
域
】

　

景
況
減
速
感
と
取
引
ニ
ー
ズ
と
の
攻

防
展
開
で
推
移
。

□
小
売 

【
東
金
】

　

前
半
は
、
夏
の
暑
さ
が
続
き
、
秋
物
の

動
き
が
な
か
っ
た
。
台
風
の
影
響
で
被
害

も
あ
り
、
購
買
機
会
の
減
少
が
売
上
を

下
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
食
品

関
係
は
健
闘
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
品
は
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

□
小
売 

【
野
田
】

　

７
月
か
ら
営
業
開
始
時
間
を
１
時
間

早
め
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
。
10
月
か

ら
戻
す
予
定
だ
っ
た
が
、
朝
の
売
上
が
好

調
な
の
で
、
継
続
す
る
こ
と
に
。

□
小
売
・
サ
ー
ビ
ス 

【
柏
】

　

残
暑
が
厳
し
い
と
日
中
の
買
物
客
が

極
端
に
少
な
い
。
ど
う
し
て
も
午
前
と
夕

方
の
商
売
と
な
っ
て
し
ま
う
。
全
体
と
し

て
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
業
種
ば
か
り
で

あ
る
。
出
前
を
行
っ
て
い
る
店
は
、
出
前

は
好
調
と
の
事
。

□
小
売
・
サ
ー
ビ
ス 

【
銚
子
】

　

特
別
変
化
が
な
く
、
悪
い
ま
ま
。

□
建
設
揚
重  

【
県
内
全
域
】

　

需
要
増
加
の
方
向
。

□
害
虫
防
除 

【
県
内
全
域
】

　

今
年
度
の
蜂
駆
除
の
依
頼
件
数
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
２
０
０
件
強
減
少
。

□
遊
覧
船  

【
鴨
川
】

　

前
年
同
月
比
65
％
。
個
人
よ
り
団
体

が
悪
く
、
ま
だ
ま
だ
戻
ら
な
い
状
態
。

□
一
般
廃
棄
物
処
理 

【
千
葉
】

　

地
デ
ジ
化
に
よ
る
テ
レ
ビ
の
廃
棄
は
大

分
落
ち
着
い
て
き
た
模
様
。
昨
年
比
で
は

景
気
は
悪
く
な
い
よ
う
に
思
う
。

□
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス 

【
県
内
全
域
】

　

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
見
通
せ
ず
。

□
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

【
県
内
全
域
】

　

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

□
建
設 

【
県
内
全
域
】

　

連
合
会
加
入
組
合
員
の
受
注
額
は
前

月
比
２
，５
４
７
百
万
の
増
加
と
な
っ
た
。

復
興
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
の
執
行
が
始

ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
海
匝
・
香
取
・

山
武
地
区
で
増
加
し
た
。

□
貨
物
運
送 

【
野
田
市
】

　

運
送
に
関
し
て
、
県
内
で
は
一
部
放
射

能
汚
染
の
影
響
が
出
た
が
予
想
よ
り
は

小
さ
な
影
響
で
済
ん
だ
よ
う
だ
。

□
輸
出
入 

【
県
下
全
域
】

　

震
災
、
原
発
事
故
後
、
対
前
年
比
は

減
少
し
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ
回
復
基
調

に
あ
る
。

非
製
造
業
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“ 業務委託制度 ” 及び “ パートナーズプラン ” の導入について

千葉県中央会共済制度における『業務委託制度』
１．概　要：
　　　　 千葉県中央会共済制度への加入促進を図るため、組合員へのＰＲ等につき
　　　　協力を依頼できる組合と本会とで契約を締結し、業務委託手数料を支払う
　　　　制度です。

２．対象者：
　　　　本会会員組合（協会・その他・賛助会員を除く）

３．対象制度：
　　　　①オーナーズプラン、②パートナーズプラン
　　　　　（※詳しくは次項をご参照下さい）

４．業務委託手数料：
　　　　 新規契約、転入、更新の増額分について、加入実績保険料の1.05％（消費税込）
　　　　※当該収入は課税売上に該当します。

５．業務内容：
　　　　　①オーナーズプラン及びパートナーズプランに関して、組合員の紹介及び
　　　　　　加入促進
　　　　　②理事会等の開催時においてＰＲ及び説明会の開催
　　　　　③組合員へのパンフレット等の配布
　　　　　④前号の業務に附帯する業務

千葉県中央会共済制度が進化します！

　このたび、共済制度のさらなる普及推進を図るため、「業務委託制度」及び「パートナーズプラン」
を 10 月 1 日より導入いたしました。
　「業務委託制度」は、本会共済制度への加入促進にご尽力をいただける会員組合様と業務委託契約を
締結し、現在本会で実施いたしております共済制度の内、「オーナーズプラン」及び「パートナーズプ
ラン」（※次項参照）について、新規契約、転入、更新の増額分の加入実績保険料の 1.05％（消費税込）
を業務委託手数料としてお支払いする制度です。また、「パートナーズプラン」は、従業員をご契約者
とする新商品です。
　「オーナーズプラン」及び「パートナーズプラン」は経営者及び従業員の万一の保障、退職金準備、
事業承継対策まで幅広いニーズに割安な保険料で対応できるもので、貴組合事業所である中小企業の
皆様にも幅広くご利用になっていただける制度でございます。
　つきましては、業務委託制度の導入を貴組合にてご検討いただけますようお願い申し上げます。

■ お気軽にお問い合わせ下さい。

千葉県中小企業団体中央会　経営支援部　白井まで（☎�０４３-３０６-３２８２）
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～経営者の事業承継対策とリスクマネジメントのために～

千葉県中央会共済制度のご案内
千葉県中央会会員組合の組合員の皆さまへ

　千葉県中央会の会員組合に所属する組合員（法人または個人事業主）をご契約者とする生命保険です。
商品名 特　長 法人契約の場合の保険料処理

ベクトルＸ
3 年ごと利差配当付利率変動
型新積立保険

大型保障と、資金の積立機能を備え、企業の
発展に合わせて見直しも可能なプラン

「定期保険特約 2007」等の部分は
損金算入

新・プラウド－Ｒ
5 年ごと利差配当付終身保険

新・快適生活－Ｒ
5 年ごと利差配当付終身保険

一生涯安心の終身保障プラン 全額資産計上
※ 一部損金算入となるものあり

三井の新医良保険
無配当新医療保険 2011

医療保障を重視するプラン 全額損金算入
※一部資産計上となるものあり

ザ・らいふ－Ｒ
5 年ごと利差配当付養老保険

退職金の財源に重点を置き、さらに保障を備
えたプラン

全額資産計上
※一部損金算入となるものあり

ステイタス－Ｍ
無配当低解約返戻金型定期
保険

保障準備と将来の計画的な資産づくりにバラ
ンスの良い定期保険プラン 一部が損金算入

※全額損金算入となるものもあり
定期保険－Ｍ
無配当定期保険

計画的な保障準備と資産準備にご活用いただ
けるプラン

※ 他に、病歴のある方や現在加療中の方が所定の範囲内で簡易な告知のみでご契約いただける終身保険「おまか
せください（生存給付金付終身保険[引受基準緩和型]）」、老後の生活資金をサポートする個人年金保険「アベ
ニュー－Ｒ（5年ごと利差配当付個人年金保険）」もあります。

　千葉県中央会の会員組合に所属する組合員
（法人または個人事業主）に勤務する役員・
従業員をご契約者とする生命保険で、上記

「オーナーズプラン」と同じ商品をご契約い
ただけます。（ご契約者が支払った保険料は、
個人保険として、所定の範囲で所得税・住民
税の生命保険料控除の対象となります。）

※ ご検討にあたっては、該当のパンフレット、「ご契約のしおり－約款」、「設計書（契約概要）」、「特に重要な事
項のご説明（注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

※税務のお取り扱いについては、平成23年3月現在の税制に基づくもので今後変更となる場合があります。

【お問い合わせ先】
◎千葉県中小企業団体中央会　経営支援部　白井（☎043-306-3282）
◎三井生命保険㈱　千葉支社☎043-225-7389　船橋支社☎047-434-9075　柏支社☎04-7164-6457

オーナーズプラン

～従業員の皆さまの保障準備をサポートします～パートナーズプラン
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8月23日㈫

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
９
月
27
日

（
火
）、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
同

業
種
の
会
社
を
支
援
す
る
「
協
和
工
業

株
式
会
社
（
電
気
機
器
製
造
業
▽
板
谷

直
正
代
表
取
締
役
会
長
▽
船
橋
機
械
金

属
工
業
㈿
理
事
長
）」
の
東
金
事
業
所

を
視
察
さ
れ
た
。

　

協
和
工
業
㈱
の
東
金
事
業
所
に
移
転

し
た
の
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
の
「
有

限
会
社
ワ
イ
ン
デ
ン
グ
福
島（
モ
ー
タ
ー

部
品
製
造
）」。
同
社
は
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
内
に
指
定
さ

れ
、
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
取
引
の
あ
っ
た
協
和
工
業
㈱

が
東
金
事
業
所
の
食
堂
・
倉
庫
を
約

１
ヵ
月
か
け
て
改
装
し
、
作
業
場
と
し

て
提
供
。
ま
た
、
機
械
設
備
設
置
支
援

を
行
う
な
ど
、
４
月
下
旬
に
は
事
業
を

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
従
業
員

約
10
人
と
そ
の
家
族
の
居
住
場
所
や
生

活
用
品
の
確
保
等
も
行
っ
て
い
る
。）
両

陛
下
は
部
品
の
組
み
立
て
作
業
場
を
回

り
、
作
業
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
従

業
員
一
人
一
人
と
お
話
に
な
ら
れ
、
関

係
者
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。

　

今
回
、
両
陛
下
が
訪
れ
た
協
和
工
業

会員だより

両
陛
下
、
協
和
工
業
株
式
会
社
に
行
幸
啓

　
同
社
に
移
転
の
被
災
企
業
を
ご
視
察

㈱
は
船
橋
市
に
本
社
を
置
く
。
し
た
が

っ
て
、
震
災
直
後
は
、
液
状
化
に
よ
り

自
社
事
務
所
及
び
工
場
建
物
、
工
場
外

溝
の
一
部
破
損
な
ど
、
自
ら
も
大
変
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
同
社
は
自
身
が

被
災
事
業
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
っ
た
。

　

協
和
工
業
㈱
の
板
谷
会
長
は
「
数
年

で
は
、
と
て
も
習
得
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
手
作
業
、
素
晴
ら
し
い
技
術
力
を

持
っ
た
中
小
企
業
が
こ
の
ま
ま
消
え
て

し
ま
っ
て
も
い
い
の
か
？
」
と
の
思
い

か
ら
支
援
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

加
価
値
化
を
リ
ー
ド
す
る
各
社
の
取
り

組
み
を
細
部
に
亘
っ
て
熱
心
に
視
察
さ

れ
、
特
に
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
工
程

で
は
ど
の
企
業
に
お
い
て
も
非
常
に
熱

心
に
活
発
な
質
問
を
さ
れ
て
い
た
。

製造工程を見学される両陛下と板谷会長

森
田
健
作
千
葉
県
知
事

　
会
員
組
合 

構
成
員
企
業
視
察

　

森
田
健
作
千
葉
県
知
事
は
、
７
月
19

日
（
火
）、
８
月
23
日
（
火
）
の
両
日
、

本
会
の
役
員
組
合
構
成
員
企
業
（
も
の

づ
く
り
企
業
）
を
視
察
し
た
。

　

森
田
知
事
は
、
確
か
な
技
術
で
高
付

　船橋機械金属工業協同組合
　 　協和工業株式会社
　　　代表取締役会長＝板谷直正
　　　代表取締役社長＝綱　清

　野田工業団地協同組合
　 　三井電気精機株式会社
　　　代表取締役会長＝三井俊明
　　　代表取締役社長＝早川一成

ふなばしインタックス協同組合
　 しのはらプレスサービス株式会社
　　代表取締役社長＝篠原敬治

　流山工業団地協同組合
　　株式会社マルタカ
　　　代表取締役＝髙橋啓治

7月19日㈫
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独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
で
は
、「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」

及
び
「
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）」
の
よ
り
一

層
の
普
及
と
加
入
促
進
を
図
る
た
め
、

10
月
と
11
月
の
２
ヵ
月
間
を
「
全
国
加

入
促
進
強
調
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的

な
加
入
促
進
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
各
制
度
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

 

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
を

含
む
）
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が

事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
、
退
職
さ
れ
た

り
し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済
制
度
で
す
。

い
わ
ば
「
経
営
者
の
退
職
金
制
度
」
と

い
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
個
人
事
業
主
の

「
共
同
経
営
者
」
も
加
入
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
個
人
事
業
主
１
人
に

つ
き
２
人
ま
で
）。

　
「
ゆ
と
り
」
の
た
め
に
。

▽ 

全
国
で
約
１
２
０
万
人
の
経
営
者
が

加
入

▽
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

▽
無
理
の
な
い
掛
金

　

 

月
額
１
，
０
０
０
円
～
７
０
，

０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由
に
選
択

▽ 

共
済
金
の
受
取
り
は
一
括
・
分
割
・

併
用
の
３
タ
イ
プ

▽ 

受
取
り
時
に
も
税
制
面
で
の
大
き
な

メ
リ
ッ
ト

▽ 

災
害
時
や
緊
急
時
に
は
契
約
者
貸
付

け
の
利
用
が
可
能

◎ 

制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は「
小

規
模
企
業
共
済
制
度
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
☎
で
の
お
問
合
せ
は
（
独
）
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構　

共
済
相
談
室
ま
で

（
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

平
成
23
年
度
小
規
模
企
業
共
済
制
度

及
び
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）
の
全
国

加
入
促
進
強
調
月
間

インフォメーション

◎お問合せは本会総務部まで（℡ 0 4 3－3 0 6－3 2 8 1）

　中央会のルーツである大日本産業組合中央会が発足（1905 年・明治 38 年）して百有余年。

おかげをもちまして本会も平成 23 年に、本会の前身である千葉県中小企業等協同組合中央

会が発足して以来、55 年の節目の年を迎えました。

　県内の中小企業者・組合関係者の力を結束し、われわれ中小企業の新たなる飛躍をかけて、

ぜひ意義ある大会にしたいと存じます。皆様多数のご参加をお待ちしております。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

 

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引
先

事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金
債
権
等
が

回
収
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、
貸
付
け

が
受
け
ら
れ
る
共
済
制
度
で
す
。「
も
し

も
」
の
と
き
の
資
金
調
達
手
段
と
し
て

当
面
の
資
金
繰
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
が
新
し
く
な
り

ま
す
【
新
・
安
心
サ
ポ
ー
ト
宣
言
】

▽
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
で

　

最
高
８
，
０
０
０
万
円
ま
で
貸
付
け

　

貸
付
条
件
は
無
担
保
・
無
保
証
人

▽ 

掛
金
の
積
立
限
度
額
の
引
上
げ

（
３
２
０
万
円
→
８
０
０
万
円
）

▽ 

掛
金
月
額
（
上
限
）
の
引
上
げ
（
８
万

円
→
２
０
万
円
）

　

掛
金
は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

▽
償
還
期
間
は
貸
付
額
に
応
じ
て
設
定

▽
早
期
償
還
手
当
金
の
創
設

◎ 
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は「
経

営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済　

制
度
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
☎
で
の
お
問
合
せ
は
（
独
）
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構　

共
済
相
談
室
ま
で

（
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

【お詫びと訂正】
①７月号４頁の記事中、事業の概
要の補助事業名「連携組織活性化
研究会」とあるのは「組合等新分
野開拓支援事業」の誤りでした。
②９月号の12頁で「子法要件一般
被保険者」とあるのは「雇用保険
一般被保険者」の誤りです。③10
月号の①と同箇所で「連携組織活
性化研究会」とあるのは「青年部
研究会」の誤りでした。④同じく
10月号の14頁の記事中「田村松戸
支店長」とあるのは、「関原松戸支
店長」の誤りです。関係者の皆様
にお詫びして訂正致します。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済




